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私と私の家は主に仕える。
（ヨシュア記 24章 15節）

no.42

私たちは先月イエス様のご復活を祝い、さらにペン
テコステの聖霊の降臨、そして教会の誕生に向けて喜
ばしい歩みを進めています。イエス様が天に昇られて
からペンテコステまでの 50日間に、どれほど多くの出
来事が起こったかはまさに驚くべきことです。
　イエス様は弟子たちの前にご復活のお姿で現れまし
た。弟子たちは恐れおののき、同時に大喜びしました。
イエス様の復活を疑っていたトマスにイエス様が何と
言われたか覚えていますか？　 「見ないで信じる人た
ちは幸いです」とおっしゃいました。そして、あなた
も私も、見ずに信じることができて本当に幸いですね。
　イエス様は弟子たちとともに 40日間を過ごし、神様
の国について教えられました。その期間が過ぎようとし
た時、「聖霊があなたがたの上に臨むとき、あなたがた
は力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリ
アの全土、さらに地の果てまで、わたしの証人となりま
す」（使徒 1:8）との大宣教命令を下されました。これ
は今日、私たちに対するイエス様の命令でもあります。
イエス様は天に昇られ、私たちはイエス様が再び戻っ
て来られるという約束を受け取りました。それから 10
日後、聖霊が弟子たちの上に降り、弟子たちは多言語

で宣教を始めましたが、その日 3,000人が洗礼を受け、
教会が誕生したのです！
　しかし、ペンテコステまでの 50日間に、もう一つ非
常に重要な出来事が起こりました。それは、聖書を悟
らせるために彼らの心を開いたことです。弟子たちは
イエス様と３年間一緒に過ごしたにもかかわらず、依
然として聖書を理解することができませんでした。聖
書を理解するには、人間の心を開いてくださる御霊の
働きが必要なのです。
　だからこそ、放送伝道においても皆さんのとりなし
の祈りが重要なのです。福音番組を聴いたり見たりす
る人々の多くは、クリスチャンでも求道者でもありま
せんので、多くの場合、聴いた内容を悟ることができ
ません。ですから、ぜひ神様が番組リスナーの心を開
いてくださり、聖書のみことばとメッセンジャーの話
をよく理解できるように祈っていただきたいのです。
リスナーの心を解き放つ言葉を、神様がメッセンジャー
の先生方に備えてくださるように祈っていただけると
感謝です。
　聖霊が日本の隅々にまで注がれ、一人ひとりの心を
開き、福音で満たしてくださいますように！

神の霊による宣教
「それからイエスは、聖書を悟らせるために
彼らの心を開いて」（ルカの福音書 24章45節）

太平洋放送協会 理事

ティモシー・E・セランダー
（TEAM宣教師）



如
じょしゅう

鷲教会に赴任された井上理牧師が、「これからは放

送伝道の時代だ」とおっしゃった時、ワクワクした記憶

があります。以前、義母の介護で教会も集会にも出られ

ない私は、心が枯渇していました。心配した友人が、聖

書の話が聴ける短波放送を紹介してくれました。ラジオ

に貼り付くように聴いていた時、中国の女性の声が聴こ

えてきました。文革で僻地労働するなか、電波から流れ

てきた話に惹きつけられ、キリスト教信仰と生きる希望

を与えられたという女医さんの証しでした。電波からの

神様のお働きに感動しました。 

　井上師は事務局を当教会で担当され、私はフォロアッ

プ係を頼まれました。自信もなくわからないまま受け、

今日まで石原由美子師やスタッフの方々に助けられてき

ました。 

　何よりも共に働いてくださる方の存在が次第にわかっ

てきました。お便りは少数ですが１通のお便りの背後に

は 1,000人おられると聞き勇気が出ました。感想の中

には、境遇が綴られ、苦しみを抱え、また入院先から下

さる方もあり、長い年月聴き続ける方も多く、感謝です。

「あなたのパンを水に浮かべて流すがよい。月日がたっ

てから、それを見いだすだろう。」（コへレトの言葉 11

章 1節　新共同訳）何度このみことばに励まされたこと

でしょう。 

　最近施設から、身寄りもなく町工場で働く孤独な

若者だった方が、窓から見える十字架に引き寄せら

れ教会に行き、主イエス様に出会ったこと、そこで

知った「世の光」の放送を、住む所が変わっても、

病になっても、聴き続けているとお手紙が来ました。

何度読んでも感謝で涙がこみ上げてきます。この放

送はなくてはならない神様からのビタミンだと思い

ます。「今日も、喜び、希望、感謝で、スタートで

きる」この放送は、真に朝一番のビタミンです。こ

のフレーズが大好きです。 

　“ 瞬きの詩人 ” 水野源三さんが「私の毎日は郵便

受けに落とされる朝刊のポトンという音とラジオ放

送『世の光』で始まる……」と書いておられ、源三

さんも聴いて神様から愛のビタミンを頂いておられ

たんだと感無量でした。 

　遥か昔、私は、羽鳥明先生のランチョンセミナー

に行き、恵みを頂きました。PBA の全国伝道だっ

たのでしょうか。拙い私にも聖霊の種を蒔いてくだ

さいました。福井に電話 “希望のダイヤル ”があり、

県外の方にも勧め、ネットや LINE 等で海外にも配

信できます。「神様、この放送を用いてくださり感

謝します。主イエス様、聴く方に寄り添って慰め、

お励ましください」と日々祈る者にしていただきた

いと願っています。

フォロアップ係を
させていただいて 中村元子

Testimony

放送伝道の恵み証 し

フォロアップ係
北日本放送「世の光」協力会

（日本基督教団 如
じょしゅう

鷲教会）

を発行しました。現在は少し安定した状況まで回復で

きています。

　協力会は委員会によって運営がなされ､ 現在 8名の

牧師が書記、事務局、会計、『LIFELINE だより』の発送、

つどいなどを分担しています。2019年からは静岡県

東部、中部、西部で５年ごとに持ち回りにすることに

しました。委員会は総会も含めて年５回行われますが、

コロナ以降は ZOOMでの開催の方が上回っています。

委員長の仕事の一つは毎月のだよりの発行ですが、そ

の巻頭言を各地区の牧師の方々に１年ごとに持ち回り

でお願いしています。

　私の住んでいる三島は静岡県東部にありますが、同

じ静岡県の西部の拠点である浜松よりも東京の方が近

いという、長い海岸線を持っています。ですから、つ

どいも中東部と西部で別々に開催され、運営母体も開

催時期も別々で、音楽ゲストやメッセンジャーも、そ

れぞれに任されています。つどいの一部は同時配信

が行われるとともに、YouTube を用いて簡単に繰り

返して視聴できるようになっています。さらにはつ

どいの際に、音楽ゲストの前座（？）として教会の若

者の賛美グループの出演を願ったり、賛美チームの

YouTube での配信を行ったりして、何とかして若者

世代のサポーターの獲得にも奔走しています。

　厳しい状況の中で各地区の福音放送が続けられてい

ますが、私たちの協力会においても、救われるべき魂

の獲得を目指して、これからも主なる神様を見上げ、

奮闘していきたいと願っています。

志の堅固な者を、

　あなたは全き平安のうちに守られます。

　その人があなたに信頼しているからです｡
　　　　　　　　　　　　　　　（イザヤ書 26章 3節）　

　静岡の TV「ライフ・ライン」は、昨年の 4月より

早朝の４時半から放送されています。テレビ局からの

要請に基づくものですが、当初視聴率の低下が懸念

されていたとおり１％を下回り、最悪の時は一か月

間すべてで 0.1％という月もありました。しかし最新

のデータでは、1.5％の報告があり、安堵しています。

この時間帯はテレビショッピングの放送が多く、初め

て TV「ライフ・ライン」を見て感動したというお便

りも届いています。

　静岡県の場合は１％の視聴率で、35,400人の方が

視聴しているそうです。放送の当初は YouTube など

のWeb 配信に比べると圧倒的に視聴者が多いのです

が、Web 配信には若者のテレビ離れと相まって、ほ

とんどの場合のその時限りのテレビ視聴と違って、繰

り返して、また、何年後でも視聴できる、大きな魅力

を感じさせられています。しかし、放送を支えておら

れるサポーターの方々の多くは高齢の方も多く、テレ

ビによる放送も大切だと思わされています。

　TV「ライフ・ライン」を支える静岡福音放送協力

会は静岡県下の 66教会とサポーターの方々の支援に

よって続けられています。放送のスタートは「ライフ・

ライン」の前身の「PTL クラブ」の時からだと聞いて

いますが、静岡第一テレビの中では、超長寿番組だそ

うです。しかし、どちらの支援団体も同じだと思いま

すが、高齢化やサポーターの方々の減少によって、支

援を継続していくための経済的問題を抱えていること

と思います。静岡福音放送協力会は毎月 60万円弱の

重荷を担っていますが、昨年度の収支決算が５年ぶり

に黒字になったと委員会のメンバーが喜んだのも束の

間で、翌月の４月から赤字が続き、一時は単月で目標

額にいかないというところまで追い詰められました｡

クリスマス以外では初めてと思われる献金のお願い文

力
Cooperation

〔全国の放送伝道協力会を紹介します〕あわせて 静岡福音放送協力会
「ライフ・ライン」

Daiichi-TV （静岡第一テレビ）
（土）あさ4：30～

静岡福音放送協力会　委員長 新村 隆
「志を堅固にして」

（泉キリスト教会牧師）
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福井・放送伝道協力会



一般財団法人 太平洋放送協会（PBA）
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-1 OCCビル　Tel.03-3295-4921  www.pba-net.com

　元旦の夕方、きっと久しぶりに会う家族や親族
の方々と楽しい食卓を囲んでいた方が多かったこ
とでしょう。能登半島を中心とした地域に巨大な
地震が起こり、多くの方々がお亡くなりになり、
怪我をし、家や大切なものを失い、お一人一人が、
また地域全体が、今もなお困難な状況に置かれて
います。
　失われたいのちを取り戻すことはできませんが、
主なる神からの慰めと平安が、お一人一人に与え
られ、一日も早く安心して生活できるようにと祈
ります。全国のパートナーの皆様もそのように祈っ
ておられることでしょう。
　最近しばしば耳にするようになった外来語で、
ウェルビーイング（Well-being）という言葉があ
ります。私が大学で社会福祉を学んでいたころ
（1970年代）は、「よく生きること」と訳されてい
ましたが、今では、「（人が）身体的・精神的・社
会的に良好な状態にあることを意味する概念」と
されているようです。

災害地域（被災地）放送継続支援献金のご報告とお願い

『PBA すまいる more』2024.3

被災地域に が戻りますように

2024.3

May the LORD smile on you and be gracious to you.
主が御顔をあなたに照らし、あなたを恵まれますように。

（民数記 6章25節）

（一財）太平洋放送協会

常務理事 大井 満

¥2,212,468

2023年度に
与えられた

献金
（利息含む）

前年度
繰越金

¥3,170,401

¥1,000,000

¥1,000,000

岩手県への放送伝道
支援金として

宮城県への放送伝道
支援金として

¥1,000,000

福島県への放送伝道
支援金として

献金収入 支援支出

お問い合せ･振り込みのご連絡は、PBAパートナー係（Tel.03-3295-4921）まで

■ゆうちょ銀行 振替口座 00190-0-17121
  一般財団法人 太平洋放送協会
■ゆうちょ銀行 〇一八（読み ゼロイチハチ）（店番018）
  普通預金　2249841
  一般財団法人 太平洋放送協会
　　　　   　■みずほ銀行 九段支店（店番532）
  普通預金　1618687
  一般財団法人 太平洋放送協会
　　　　   　■WEB献金 www.pba-net.com/partner

献金の振込先

お手数ですが、「振込依頼人名」の前に
「ヒ）」とご入力ください。

同封の払込取扱票をご利用ください。

入力画面で
「被災地放送継続支援献金」を選択してください。Paypal、 クレジットカード

moremorePBAPBA

　冒頭のみことばにあるように、エルサレム教会
の窮状を知ったマケドニア地域の諸教会は、彼ら
自身が極度の貧しさに置かれていたにもかかわら
ず、「あふれ出て、惜しみなく」（2節）献げる豊か
さを表しました。エルサレム教会と、そこに集う
兄弟姉妹のウェルビーイングが実現できるように、
「自ら進んで、力に応じて、また力以上に献げ」た
のです（3節）。
　自然災害によって「よく生きること」が妨げら
れている今こそ、全国の諸教会が、被災された地
域のウェルビーイングが実現できるようお手伝い
したいと思います。
　災害地域（被災地）放送継続支援の働きは、こ
れまでの東北３件に加え、2024年度は石川県を加
えます。各地に立てられている放送伝道の働きが、
これからも継続できるように、皆様の篤い祈りと、
ご支援をよろしくお願いいたします。

500万円500万円必要額必要額

2024年度も災害地域（被災地）のために祈り、お献げください。

「 PBAすまいるmore」は、東日本大震災の被災地域をはじめ、
近年起こる自然災害によって被災された地域の放送継続の
応援を呼びかけます。

　日本全国、多くの皆様のご支援により、今日も災害地域
（被災地）で福音が届けられています。皆様による尊い
お祈りとご献金を心より感謝申し上げます。

◆2023年度の感謝とご報告
　2023年度、皆さまから3,170,401円（2024年2月20日
時点）の献金が与えられ、岩手県、宮城県、福島県へ各
100万円ずつ、さらに能登半島地震のあった石川県へ緊急
支援として40万円、計340万円の支援金をお届けするこ
とができました。次年度繰越金は1,982,869円の見込みと
なります。

◆2024年度 献金のお願い
　2024年度は、石川県、岩手県、宮城県、福島県の放送
継続のために、計500万円の支援を必要としています。また、
前述の4県以外の地域で災害が発生した場合、速やかな支
援を行うことを通して、全国の放送伝道の灯が消えること
のないよう、備えさせていただきたいと願っています。

皆様からお預かりしたご献金は、震災被災地を含む、災害により支援を必要としている
各地協力会・支える会の放送継続のために全額を用いさせていただきます。

・石川県福音放送伝道協力会 ………200万円
・岩手世の光協力会 …………………100万円
・「世の光」宮城放送伝道協力会 ……100万円
・福島県放送伝道を支える会 ………100万円

次年度
繰越金
（見込み）

¥1,982,869

彼らの満ちあふれる喜びと極度の貧しさは、
　　苦しみによる激しい試練の中にあってもあふれ出て、
　　　　惜しみなく施す富となりました。　

（コリント人への手紙 第二 8章2節）

¥400,000
石川県への放送伝道
支援金として
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「被災地放送継続支援献金」を選択してください。Paypal、 クレジットカード

moremorePBAPBA

　冒頭のみことばにあるように、エルサレム教会
の窮状を知ったマケドニア地域の諸教会は、彼ら
自身が極度の貧しさに置かれていたにもかかわら
ず、「あふれ出て、惜しみなく」（2節）献げる豊か
さを表しました。エルサレム教会と、そこに集う
兄弟姉妹のウェルビーイングが実現できるように、
「自ら進んで、力に応じて、また力以上に献げ」た
のです（3節）。
　自然災害によって「よく生きること」が妨げら
れている今こそ、全国の諸教会が、被災された地
域のウェルビーイングが実現できるようお手伝い
したいと思います。
　災害地域（被災地）放送継続支援の働きは、こ
れまでの東北３件に加え、2024年度は石川県を加
えます。各地に立てられている放送伝道の働きが、
これからも継続できるように、皆様の篤い祈りと、
ご支援をよろしくお願いいたします。

500万円500万円必要額必要額

2024年度も災害地域（被災地）のために祈り、お献げください。

「 PBAすまいるmore」は、東日本大震災の被災地域をはじめ、
近年起こる自然災害によって被災された地域の放送継続の
応援を呼びかけます。

　日本全国、多くの皆様のご支援により、今日も災害地域
（被災地）で福音が届けられています。皆様による尊い
お祈りとご献金を心より感謝申し上げます。

◆2023年度の感謝とご報告
　2023年度、皆さまから3,170,401円（2024年2月20日
時点）の献金が与えられ、岩手県、宮城県、福島県へ各
100万円ずつ、さらに能登半島地震のあった石川県へ緊急
支援として40万円、計340万円の支援金をお届けするこ
とができました。次年度繰越金は1,982,869円の見込みと
なります。

◆2024年度 献金のお願い
　2024年度は、石川県、岩手県、宮城県、福島県の放送
継続のために、計500万円の支援を必要としています。また、
前述の4県以外の地域で災害が発生した場合、速やかな支
援を行うことを通して、全国の放送伝道の灯が消えること
のないよう、備えさせていただきたいと願っています。

皆様からお預かりしたご献金は、震災被災地を含む、災害により支援を必要としている
各地協力会・支える会の放送継続のために全額を用いさせていただきます。

・石川県福音放送伝道協力会 ………200万円
・岩手世の光協力会 …………………100万円
・「世の光」宮城放送伝道協力会 ……100万円
・福島県放送伝道を支える会 ………100万円

次年度
繰越金
（見込み）

¥1,982,869

彼らの満ちあふれる喜びと極度の貧しさは、
　　苦しみによる激しい試練の中にあってもあふれ出て、
　　　　惜しみなく施す富となりました。　

（コリント人への手紙 第二 8章2節）

¥400,000
石川県への放送伝道
支援金として

一般財団法人 太平洋放送協会（PBA）
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-1 OCCビル　Tel.03-3295-4921  www.pba-net.com
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　最近しばしば耳にするようになった外来語で、
ウェルビーイング（Well-being）という言葉があ
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災害地域（被災地）放送継続支援献金のご報告とお願い

『PBA すまいる more』2024.3

被災地域に が戻りますように
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May the LORD smile on you and be gracious to you.
主が御顔をあなたに照らし、あなたを恵まれますように。

（民数記 6章25節）

（一財）太平洋放送協会
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兄弟姉妹のウェルビーイングが実現できるように、
「自ら進んで、力に応じて、また力以上に献げ」た
のです（3節）。
　自然災害によって「よく生きること」が妨げら
れている今こそ、全国の諸教会が、被災された地
域のウェルビーイングが実現できるようお手伝い
したいと思います。
　災害地域（被災地）放送継続支援の働きは、こ
れまでの東北３件に加え、2024年度は石川県を加
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時点）の献金が与えられ、岩手県、宮城県、福島県へ各
100万円ずつ、さらに能登半島地震のあった石川県へ緊急
支援として40万円、計340万円の支援金をお届けするこ
とができました。次年度繰越金は1,982,869円の見込みと
なります。

◆2024年度 献金のお願い
　2024年度は、石川県、岩手県、宮城県、福島県の放送
継続のために、計500万円の支援を必要としています。また、
前述の4県以外の地域で災害が発生した場合、速やかな支
援を行うことを通して、全国の放送伝道の灯が消えること
のないよう、備えさせていただきたいと願っています。

皆様からお預かりしたご献金は、震災被災地を含む、災害により支援を必要としている
各地協力会・支える会の放送継続のために全額を用いさせていただきます。

・石川県福音放送伝道協力会 ………200万円
・岩手世の光協力会 …………………100万円
・「世の光」宮城放送伝道協力会 ……100万円
・福島県放送伝道を支える会 ………100万円

次年度
繰越金
（見込み）

¥1,982,869

彼らの満ちあふれる喜びと極度の貧しさは、
　　苦しみによる激しい試練の中にあってもあふれ出て、
　　　　惜しみなく施す富となりました。　

（コリント人への手紙 第二 8章2節）

¥400,000
石川県への放送伝道
支援金として

福音番組に寄せられたお便りを紹介します。
番組を通して、キリストのいのちが多くの人のたましいに届いています。

　ラジオ「世の光」 　テレビ「ライフ・ライン」

Response

※「世の光」は「世の光」と「世の光いきいきタイム」を合計した数となります。

番組への反響数集計
世の光 ライフ・ライン

お便りの件数 761 通 965 通
「初めてお便りします」 71 通 133 通
「聖書通信講座を申し込みます」 8 通 5 通
「教会を紹介してください」 4 通 2 通

2023/12～2024/1月放送分（電話・メール等も含みます）
リスナー・視聴者の方が番組にお便りを下さることで、聖書を読み
始め、教会に足を運ぶ大きなきっかけとなります。番組に多くの反
響が寄せられるように、ぜひ、お祈りください。

Offering

こちらのWEBサイトからお申し込みください。
教会単位でのお申し込みを受け付けています。

詳しくはサイト内の「参加対象」をご参照ください。

■お問い合せはこちらまで
 担当：ウィルソン、後藤
電話：03-3295-4921

2024年春期「BRIDGE オンライン講座」（5月スタート）の参加申し込みの受け
付けを開始しました。礼拝の映像配信を始めたり、教会のホームページを作って
みませんか？　一部有料コースがありますが、基本的に費用は頂きません。コース
によって機材のプレゼントや貸与がありますので、この機会にぜひご活用ください。

2024年春期「BRIDGE オンライン講座」（5月スタート）の参加申し込みの受け
付けを開始しました。礼拝の映像配信を始めたり、教会のホームページを作って
みませんか？　一部有料コースがありますが、基本的に費用は頂きません。コース
によって機材のプレゼントや貸与がありますので、この機会にぜひご活用ください。

教会の働きを広げるために

BRIDGE オンライン講座

参加お申し込み
受付中!

bit.ly/bridge-online　
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PBAパートナーの広場
ご献金の際に、払込取扱票等にコメントを添えてくださる
方がいらっしゃり、スタッフはとても励まされています。
いくつか紹介させていただきます。

PBAとパートナーの皆様、
パートナーの方同士の交流の場です。

Partners

パートナー係から

Tel.03-3295-4922（PBAパートナー係）

「PBAパートナーの広場」についての
お問い合わせはこちらまで

　パートナーの皆様、いつも尊いご支援をあり
がとうございます。
　イースターはどのように過ごされましたで
しょうか？ イエス様の十字架の贖いと復活。私
たちを救ってくださったその大きな愛を覚えて
心が震えます。この救いのみわざを一人でも多
くの方に届けたい、その思いを新たにしました。
　会報誌のお届けについてお知らせです。これ
まで利用しておりま
したクロネコDM便が
廃止になり、ゆうメー
ル等での送付に変更と
なりました。そのため
お届けが遅くなる場合
がございますこと、ど
うぞご了承ください。ま
たそれに伴って宛名シー
トも一部仕様変更となり
ました。これまでどおり
お用いいただければ幸いです。
　これからも主に信頼して誠実に仕えてまいり
ます。続けてのご支援よろしくお願い申し上げ
ます。

　2024年４月、現メッセンジャーに加え、新たに
ラジオ番組「世の光」「世の光いきいきタイム」を
担当してくださる３名の先生方をご紹介します。
　ご奉仕くださる先生方のお働きのために覚えて
お祈りいただけましたら幸いです。

　３月 14日、敬愛する岩井基
もとお

雄先生が、すい臓がんのため 63年の地上での生涯
を終え、天に召されました。 
　いつも明るく笑顔で接してくださり、聖書のお話をわかりやすく、熱く語ってく
ださった先生とのお別れに、スタッフ一同、大きな悲しみを覚えています。 
　岩井先生は、1961年に高知県で牧師の家庭に生まれました。４代目のクリス
チャンで、牧師としては３代目でした。（お父様の岩井従

きくお

男先生〔2021年召天〕
も四国福音放送伝道協力会の代表として長く放送伝道に携わってくださいました。） 
　中学校教諭を務めた後に牧師となり、埼玉県新座市にある清瀬福音自由教会で
牧会の働きに従事する傍ら、2008年からラジオ番組「世の光」、テレビ番組「ラ
イフ・ライン」のメッセンジャーとして活躍されました。
　先生の神様の平安についてのメッセージ、歴史上のクリスチャンの生き様を紹
介した幅広いメッセージは、多くの視聴者の心に響き、心の糧となっているので
はないでしょうか。 
　昨年 12月には宮城県で開催された「世の光みやぎクリスマス」のメッセンジャー
として労してくださいましたが、今年の１月にすい臓がんであることがわかり、
闘病されていました。最後まで福音を語り続け、走るべき道のりを走り抜けて天
に凱旋された岩井先生、本当にありがとうございました。
　なお葬送式は、３月 20日に埼玉県さいたま市の浦和福音自由教会で執り行われ
ました。

水谷 潔 先生
日本福音キリスト教会連合 春日井聖書教会 協力牧師
担当番組：世の光、世の光いきいきタイム（5週目）

中山 信児 先生
日本福音キリスト教会連合 菅生キリスト教会 牧師

担当番組：世の光いきいきタイム（2週目）

黒木 昭江 先生
同盟福音キリスト教会 富田キリスト教会 牧師
担当番組：世の光

Topics

・視覚障害者、晴眼者、“どなたでも ”お申し込みいただけます。
・お申し込みいただいた方に番組CDをお届けいたします。（返却の必要はありません）
・年会費・送料はかかりません。無料でお楽しみいただけます。
・番組は年４回発行します。
・番組のインターネット配信も予定しています。

■購読は無料です。ぜひお申し込みください！

番組は、教会や皆さまからの放送伝道への献金によって作られています。これからもご支援をよろしくお願いいたします。

「めぐみの声」購読者の皆さまへ　大切なお知らせ 
これまで隔月でお届けしてきた「めぐみの声」。新年度からは「年４回の発行」となります。
ほぼ３か月に一度のペースになりますが、これまでどおり、いいえ、これまで以上に、
皆さまに「慰めと励まし」をお届けできるよう内容を充実させてまいります。
次回、5月号で「お耳に」かかります。今後とも、変わらぬご愛顧をよろしくお願いいたします！  

ホッとひと息
CDでお届けする番組です

田村治郎牧師

飛田紀代美アナ

お申し込み・お問い合わせ
m-koe@pba-net.com　Tel. 03-3295-4921
番組「めぐみの声」係

お届けが遅くなる場合
がございますこと、ど
うぞご了承ください。ま
たそれに伴って宛名シー
トも一部仕様変更となり

「宛名シート」が
　　新しくなりました。

「世の光」「世の光いきいきタイム」
新たなメッセンジャーを
ご紹介します

「
世
の
光
」「
ラ
イ
フ・ラ
イ
ン
」

  

番
組
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基
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先
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ご
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天
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radio-yonohikari.com tv-lifeline.com

［岩手］ IBCラジオ ㈪～㈯ 5:15am 
［山形］ YBCラジオ  ㈪～㈮ 5:05am 
［福井］ FBCラジオ ㈪～㈮ 6:40am
 　〃 ㈯ 5:45am
［中京広域］ 東海ラジオ ㈪～㈯ 5:40am
［岐阜］ ぎふチャンラジオ ㈪～㈯ 6:10am
［鳥取・島根］ エフエム山陰 ㈪～㈮ 6:15am
［広島］ RCCラジオ ㈪～㈯ 5:05am
［山口］ KRYラジオ ㈪～㈯ 5:20am
［徳島］ 四国放送ラジオ ㈪～㈮ 5:15am
 　〃 ㈯ 6:00am
［宮崎］ MRTラジオ ㈪～㈯ 5:10am

［北海道］ HBCラジオ ㈰ 6:20am
［宮城］ TBCラジオ ㈯ 5:10am
［茨城］ LuckyFM茨城放送 ㈰ 7:10am
［栃木］ CRT栃木放送 ㈰ 6:15am
［関東広域］ 文化放送 ㈰ 5:35am
［富山］ KNBラジオ ㈰ 7:00am
［長野］ SBCラジオ ㈰ 7:10am
［石川］ MROラジオ ㈰ 6:45am
［中京広域］ 東海ラジオ ㈰ 26:00[=㈪ 2:00am]
［愛媛］ 南海放送ラジオ ㈰ 7:05am
［徳島］ 四国放送ラジオ ㈰ 6:45am
［熊本］ RKKラジオ ㈰ 5:45am
［長崎・佐賀・福岡］ NBCラジオ ㈰ 6:40am
［沖縄］ ROKラジオ沖縄 ㈯ 6:45am

［北海道］ HBCテレビ ㈰ 4:45am
［青森］ ATV青森テレビ ㈯ 5:00am
［福島］ FTV福島テレビ ㈰ 5:30am
［群馬］ 群馬テレビ ㈰ 7:00am
［埼玉］ テレ玉 ㈯ 8:00am
［千葉］ チバテレ ㈯ 7:00am
［神奈川］ tvk ㈰ 8:30am
［新潟］ BSNテレビ ㈯ 5:00am
［静岡］ Daiichi-TV ㈯ 4:30am
［滋賀］ BBCびわ湖放送 ㈯ 8:00am
［京都］ KBS京都TV ㈯ 6:30am
［兵庫・大阪］ サンテレビ ㈰ 7:00am
［沖縄］ OTV沖縄テレビ ㈯ 5:30am

「世の光いきいきタイム」「世の光」
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Programs

札　幌 011-299-5870
岩　手 019-653-4040
山　形 023-642-3458
水　戸 029-273-9494
土　浦 029-874-5577
石　岡 0299-22-4891
宇都宮 028-658-9919
東　京 03-3291-9061

新　潟 025-272-3592
福　井 0776-33-5943
名古屋 052-763-4090
大　阪 06-6467-4032
広　島 082-253-7320
山　口 083-927-6870
徳　島 088-631-8123
那　覇 098-932-0605（休止中）

でんわ世の光 いつでもどこでも聞ける
３分間日替わりメッセージ

※お問い合せ･振り込みのご連絡は、PBAパートナー係（Tel.03-3295-4921）まで

■ゆうちょ銀行 振替口座　00190-0-17121 一般財団法人 太平洋放送協会
■ゆうちょ銀行 〇一八（読み ゼロイチハチ）（店番018）普通預金　2249841 一般財団法人 太平洋放送協会　　　　   　■みずほ銀行 九段支店（店番532）普通預金　1618687一般財団法人 太平洋放送協会　　　　   　■WEB献金（Paypal、クレジットカード）　www.pba-net.com/partner

共に放送伝道を
お支えください。
献金はこちらから
お願いします。

大好評の「世の光」「ライフ・ライン」バイブル
メッセージ集。待望の新刊です。プレゼント
や冠婚葬祭の引き出物などにも最適です。
ぜひご利用ください！

バイブルメッセージ集

■ご購入・お問い合わせ
いのちのことば社  Tel.03-5341-6911　www.wlpm.or.jp

300円＋税

2024年度版！

福音コンテンツ満載のWEBサイト

www.seishobridge.com


